
消火薬剤の開発に関する研究

は じめに

本研究は震災対策の一環として着手したものであ

り，震災時の同時多発火災における消火活動は現有消

防隊による排除能力を越えるものについては，地成住

民の手による初期消火が必要となってくる。

そこで今回は，水を基底とし，添加物を溶解した，

いわゆる消火水溶液の開発を主眼に，各種の塩類水溶

液を用いて，消火液としての適否条件を実験的に究明

したので報告する。

実験要領

実験は燃機抑制効果および防炎性，消火性能試験の

ほか，低温時における性状，腐食性試験をも併せ笑施

した。

1.燃

ア試料

試験材料は厚さ 2.7m剛m馴mのラワン合板 (3伎張合せ〕

を2却OXlω0佃に切出断ilしいJパ'計量して使用する。

この合板を消火効果があると予想される薬剤(JI

S試薬 l級〕の 1-20wt%の水溶液l'こ5分間浸潰し，

取り出した後 1分間水切りをして溶液の吸着量を測定

し，直ちに~~涜試験を実施した。

イ 燃焼試験

測定に使療した藻遣の概略は第 1図に示すとおりで

あり，薬液に漫潰した試験体を荷重変換器に吊り下

げ，下端より口径 1mmのガスバーナーにて都市ガスを

5佃の炎長にて 1分間接炎，以後ガス炎を取り去り，

自由燃焼にまかせる。

合板の燃焼量ほ，時間経過とともに減量して荷重変

換器より動歪計を径て記録計にて記録される。燃焼は

上部迄もえぬけた時点で終了としたが，上部迄燃焼し

なかった場合にはその時点で終了した。

2. 消火性能試験

燃焼抑制効果試験の実施から効果があると認められ
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第 1図 燃焼抑制効果実験装置
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た薬剤から18種類をえらび出しこれの単品および等

量混合によるお 30wt%水溶液と水および市販強化

液との比較を実施した。なお試験は小規模燃焼による

直上噴射方式と実際の消火器に充填したものと 2種実

施した。

消火栓絡霊式験ー(1)

ア試料

長さ30cm.幅18X20mm(45X40四の杉角材を四つに

切断)の杉村を 6本並びに5段積とし，木材の含有水

分を約10%前後に乾燥させたものを使用した。

イ 消火試験

試験は前記試料を用いて第 3図に示す方法にて実施

第2図模型クリブ
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第3図 消火性能試験装置

害
した。

まず水槽タンクに調整した水溶液 2.5.eを入れ， コ

ンプレッ十ーより 3kgjcm2の圧力にて究気を圧j去し.

流量計を経て耐圧コ、ムホースには統した噴霧ノスノレよ

り毎分約 1.e位の流量にて燃焼木材クリプに放水す

る。

クリプの燃焼はオイノレパンに水を入れ，ガソリン

100∞を助燃剤とし， 点火 5分後，燃焼の最盛期に放

射した。

また放射ノズ)レの高さは最長火炎の到達点とし放

射角度は積上げクリプ全体により有効な散布状態とし

Tこ。

消火性能試験一(2)

引き続き 18種の塩類について 2小川%を市販強化液

消火器の 4.e用に水溶液4.eを充填し，消火用燃料を

多く(熱量を増大〕した場合の消火効力を測定した。

ア試料

長さ30ω，幅20x 18mmの杉材を 4本 I組36X40四を

3段並び12段積みとしこれを横方向に 2組並べた。

クリプの積上げは第 4図に示す。

第4図模型クリプ
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イ 消火試験

前記クリフーをオイノレパン上にのせ， ガソリン 500∞

を助燃弗!として点火，点火後6分にて圧力10kgjcm2の

空気圧にて薬液4.eを充填した消火器により 5mの地
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点より消火を開始した。消火は実験条件を一定とする

ため定点消火とし，消火時聞を測定した。

3 防炎性試験

防炎性試験は東京消防庁が定める防炎合板検査規格

(甲例規).昭和35年12月15日，予査察発第361号にも

とづいて実施した。

ア試料

厚さ 2. 7 mm. 30 x 30佃の大きさの合板を各薬剤

〈単品)20wt%に一時間浸潰し，後室温にて 2日間放

置乾燥させ，さらにシリカゲル入のデシケーター中に

1昼夜乾燥後のものを使用した。

イ 防炎試験

試験袋置の概略については第5図に示すとおりであ

り，表面(後炎部〕変色，奇警爽，真面変色，消炎，残

炎，残じんくおきの消火)の時間的経過および炭化面

積を測定した。

第 5図防炎性試験装置
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実 験 結 果

1. 燃焼抑制効果試験
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実験は合板自体の燃焼性と，水に合板を浸潰したも

の薬剤の各濃度iJlJ水溶液に浸演したものの燃焼性を比

較する方法でおこなった。この結果を第l表に示す。

この表中 I分までは援炎のガス炎があり，その後は自

由燃焼である。

この結果，無機化合物ではリン酸，フッ素，沃素，

臭素，炭酸，有機化合物ではギ酸，酢酸，酒石酸，修

酸のアンモニウム，ナトリウム，カリウムの各塩類に

ついては，一応焼燃抑制効果が認められた。

2. 消火性能試験一(1)

上部より噴霧放射開始より消炎した時分を測定し



第1:表燃焼抑制効果試験結果

塩類水溶液による試料の燃焼擁筆(%) ※(  )内数字消炎時

薬 Ff量減
書像度付着量 被 量(%)

剤 名
(wt%) 1 (g) 11 m山minl3min

薬 剤 名
1 minl2m川3min(wt%) 1 un 

塩基性雌マグネシl 281661(83} 212d11273 ウム 4.7 5. 61 7. 51 9. 1 232| 比 27.4メ タ リ ン酸 151 
酸性フッ化アンモニ|

6.21 13.91 29.9 
10 3. o! 4.11 15恥 29.8

ウム 51 7.0 22;61 30.8 

中性フッ化アンド|
1. 71 3.01 3. 11 9.2 ウム 15 

フ ッ 化カリウム1 3 叶~\ 11.a 

ウム 10 (3.5) 霊「友
2. '11 (4.5 ー 5 .3.900目

5. m 7.51 9.51 11 
第2リン酸アー|

チムオシアン酸カリウ↓i 
20: 

11(4611[-
ウム 15 33.. 40(9 

5: 3.91 (3.6) → 5 4.0，(9. 

51..51..31793..C 3 
リン酸水素アンモニ| 23181263 

ケイ酸ナトリウム|

ウムナトリウム 19.41 30.8 

5 4120〉1;il- 第2リン酸カリウム| 2程!苛 142l262
4.41 6.71 12.01 17.3 2.Q …2. ol 16.61 25.7 

ホウ酸カリウム| 49|(l 刊 ~I T3リ中トリウ|
15 3i(I47i 

2.81 4.31 8.61 14.9 10 3. aI l. 4 

硫酸アンモニウム| 2. 11 2. 31 6. 51 13. 5 
5 3.51 2目 5 9.31 18.7 

塩基性酢酸第 2鉄|

硫酸カリウムl 2.21 4.01 11. 91 18.9 
2. 3. 7 8. 11 14.8 

酢酸アンモニウム| 2g) 込2.3書 4ii1711232 

硫酸ナト リウ ム| 2. 31 1. 31 6. 81 13告

3.31 15.51 31. 3 

ji;ia 炭酸アンモニウム| 2.21 3.11 8.41 15. ~ 10 
5 

民酸カリウム| 2W〕ll ギ酸カリウム i j:扶自 (7.~10al l 3.21 (2.2) 
2.61 (1. 8) 

炭酸ナトリウムi 3γlj| ギ酸ナトリウム 1
iitg(73 三3.7((42 .5 

3.01 (2.8) 

蜘リウムナトリ| 3jij20111-
同ア…レカ|5.41 (2.8 ー (3. 6) ー

ウム リウム 22. .5.2:119.3 4.0f 5.11 10. '1 15. 
さ酸水嚢アンモニウ| 271471m7|32 酸| ij剥16.2 

2.41 4. 91 19. 11 31. 2 石 カリウム

炭酸水素カリウム| 21145i(9刊
-1 (3.0) 一 一酒 恥リウペ

2idオ炭酸水素ナトリウム| 24i(6q -i 「 リウム 4&L 〈8
2.41 (4.4)1 

塩化7 グネシウム| 16|l 6.7||23.3||338..a9 酒石酸ナトリウム|l 時1. 51 8. 31 26. 81 3 

塩化バリウム| 211561321 ∞尿素| 2.'1 .5.61 11.61 19. 1 
-1 5.31 18.61 33.6 

1.5ωj|  
塩化アンモニウム| 201241361307修酸カリウム| 1. 41 3.81 16.71(21. 8) 1. 91 3.01 14. 91 29. 8 

7.41 23. 61 35.9 
塩化カリウム|

11(201 -| 一制ナト リ ウ ム |
10 1. 91 (5.5) ー
5 -1 2.71 11. 01 22.0酒 石町ナトリウ| 3 …1l~1 20.6 20 1. 91 3刊|日 1|(220) ム 2.01 5.31 11. 81 20.6 
15 2. 11 5.41 21. 41 27. 5 塩化ナトリウム 10 2. 01 3. 81 13. 81 22. 0酢酸カルシウム i 4.81 11.71 20.6 
5 2.11 6.01 20.11 26.5 

沃化カリウム| 38|j3の1 =1 一酢酸アルミニウム|
10 3.51 (3.0) 一一

沃化ナトリウム| 34lj2刊 =1 一酢酸カ リ ウ ム | 3.01 (6刊
10 3.41 (2.9) 一一

臭化カリウム|
33lj161 -| -Mフアミン酸アン|

15 3.21 (2.2 ー ーモニウム
5 3.21 (2.9) 一一合 板 l 00 

れナトリウム|
361j141-|-15 3.51 (2.2) 一一 水 l -1 '-1 3. 31 18. 51 35. 3 5 3.31 (3.0) 一一

( 34 ) 



第2表消火性能試験一………i一………i一…i一i

川ー一一一一… 珊 F一一… il…ー一一一一………一一

薬 期j 薬
消火時間

伽叫 1 吻

名

水 | 120秒 11 臭化ナトリ

化 液 2附 |臭化カリ

ンモニウム 1 60秒 1 40秒 11 ギ酸カり ウ

百1
i司

制リン酸アンモニウム 1 35秒 19秒 11 ギ酸ナトリウ 11秒

リ γ 椴カリウム! 併以上| 加秒以と11 酢酸カ

第 2 リ ン 酸カリウム l 附 以 上1 60秒以上11 酢酸ナトリウ 25秒

秒

3秒

時秒

)附 19秒酒

炭殻ナトリウム，カリウム 10秒 8秒 11一言 石 酸 カ リ ウ 瓦下
ム j 時 9秒 11 酒石酌リ

修酸カリウム! 附 14秒 11 重炭酸ナトリウ 6併司不 溶

リン酸 ンモ ウム

り カリウム

リ

酸 リ

炭酸ナ

臭化

第3道義 2穣混合による消火性能試験一(1)

く

酸|哲人号|事トリ
|白濁 l白濁

糾 l向濁(白濁

溶| 附 | 附 以 上

一~秒 I 6州

|白濁!白濁

溶|白濁 i白 濁

3附 iぬ濁!白濁

不 溶 | 白 渇 | 白 濁

附 I 油0秒(郡

瓦丁 2~1ロ20孟「
一

la秒 1 紗

溶 I 6秒 I 5秒

|2却0秒;口
4秒 1 沼2秒!

5秒 |6秒 I7秒

ls秒 j

等量混合!2t ;;::と



た。結果は第2表に単品の，第3表に等量混合の値を

示す。

抽出した薬剤水溶液はすべて良好な結果を得.水に

比較しでかなりの消火効果があることが判明した。し

かし現在水溶汲・としてのリン酸アンモニウム系の薬剤

については森林火災用として実用段階に入り消火効果

がすぐれているといわれる割には期待した程の効果が

認められなかった。

3. 消火性能試験一(2)

消火は前面のみから消火i*を閤定して消火した。結

果は(1)と問機消炎時間のみを測定した。結果は第4.

5表に示す。

結果からみるとだいたし、(1)と同傾向を示した。この

うち特に注目されたのは， リγ酸アンモニウム水溶液

を注水した場合，熱分解によるアンモニアの発生が覚

知され実験担当者に不快感を与えた。

なお抑制効果試験にて効果のあった，フッ化カリウ

ム，沃化カリウムナトリウムは高価格でおり，チオ

シアン酸カリウム.修酸カリウム，ナトリウムは毒劇

物取締法による対象薬物であることから除外した。

4 防炎性試験

結果は第6表に示すとおりである。

供試薬剤はすべて防炎効果はあるが，おきの消火作

用はリ γ酸アンモニウム系および炭酸ナトリウムを除

いてはあまり期待できなかった。

考 察

一般に消火とは，燃焼の継続を中断することであ

り，具体的には燃焼の 3要素および連鎖反応のー部ま

たはすべてを取り除くことである。その方法としては

冷却，窒息，抑制，除去の四方法ーが考えられる。

特にこのうち冷却の効果については，燃焼現象がー

第4表消火性能試験ーイ2)

薬剤名 |消火時間11 薬剤名 l消火時間

水
121秒不可 臭化カリウム I2秒

強化液I14秒 臭化ナトリウム| 4秒

第 Iリγ酸アン 21秒不可
モーウム ギ殴カリウム I4秒

第 1リン酸アν
脚本司 ギ酸ナトリウム 7秒モーウム

第 1リン酸カリ|I 14秒
ウム 酢酸カリウム 5秒

第2リン酸カリ I14秒
ウム 間酸ナトリウム 1 10秒

炭殴ナトリウム I5秒 酒石酸カリウム| 5秒

炭酸カリウム I5秒 酒石酸カリウム I5秒
ナトリウム

連の化学反応であることから，燃焼に不必要な吸熱操

作を加えることにより化学反応の限止，すなわち未燃

化という燃焼に必要なエネルギー条件のパランスがく

ずれ消火に導くものである。

したがってこの放熱速度が化学反応を促進する以前

に放熱源の消痛をはかることになる。そこで，今回水

に冷却効果としての熱容量低下とさらに薬剤の添加に

よる継続燃焼低下と，分解生成ガスによる窒息効果お

よび原子やラジカルによる抑制効果の三者共合による

消火方策を目的に実験を実施したものである。

従来，消火剤関係には無機の塩類の使用が大勢をし

め，有機塩類は一部防炎剤として有機リンおよび尿素

系統のものが若干使用されている程度でほとんど返り

見られなかうたが，種4検討の結果，次の理由から取

り上げて見た。

すなわち，ギ酸，酢酸，酒石酸，修酸のアンモユウ

ム，カリウム，ナトリウム各極は比較的低融点であ

り，かつ比較的低温にて分解し. 発生する H20.

第 5表 2種混合による消火性能試験一(2)

カリウム ナトリウム

第 1リγ駿アンモニウム| 16秒 14秒 17秒 13秒 自 渇 | 白 濁

第2リン酸アンモニウム | 11秒 不 溶 13秒 不 溶 10秒 14秒

第 1 リ γ 酸カリウム l8秒 12秒 10秒 14秒 白 濁|白 濁

第 2 リγ 酸カリウム| 7秒 13秒 12秒 10秒 8秒 13秒

炭酸カ り ウ 6秒 13秒 9秒 4秒 7秒

炭酸ナトリウム| 4秒 5秒 5秒 弓= 溶 4秒 6秒

臭化カ ウ 4秒 6秒 5秒 5秒 6秒 6秒

臭化ナ リウ ム| 7秒 4秒 9秒 8秒 7秒 7秒

( 36 ) 



CO2 による燃焼抑制作用およびアンモ点ウムおよび

アルカリ金属が木材繊維質に作用して酸化燃焼にたい

して魚触媒作用を呈し抑制効果令発機ナるもの

えられたからである。

また実験の結果，燃焼抑制効果，消火性能の試験か

も，ア γモニウム塩についてはるベ成幾は認め

られなかったが，カリウム，ナトリウム塩については

非常にすぐれた効果が認められた。また無機極類の消

火作用は比較的低温にて分解される炭撒水素j議類，

ン酸アンモニウム等については，その分解物が原子ラ

ジカルとの反応、による一速の抑縦効果があると推沼

るが，比較的溺沼にて未分解物祭につL、て

自体力:木材繊維質に浸透することにより防燃化すると

も考えられる。

しかし炭酸カリウム p 炭鍛ナトリウ臭化カザウ

ム，臭化ナトリウムは消火性能試験において，わずか

数秒と水によ七較してより有効な消火効率を示している

ことから.繊維質に浸透する以前に火災および発生ガ

スとの聞に何らかの未燃触媒作用があるのではなし、か

と考えられるが，燃焼p 不燃の理論的解明については

今後の研究にまたなければならない。

また防炎性試験結果からは従来の代表的な防炎剤で

あるリン駿ア yモニウふと比較して見ると

とり上げたすべての薬剤については若干上，まわってお

り，機炎崎潤はほとんど変化はfよかったが，燃焼後の

おの消火(残じん〉効果は炭酸ナトリウム以外は期

待できなかった。

以と，燃焼2時間近試験等から水溶液消火剤として逃当

であると考えられる芸名剤名連詑するとつ絞めとおり

でおる。

1. 消炎9 防炎効果のある講義弗l

(1) 炭酸カリウム

(2) 炭酸ナトリウム

(3) 炭徽ナト ウ ザウ

(4) 臭化カリウム

(ぬ臭化ナトヲウム

(めギ畿カザ ム

(7) ギ酸ナトリウム

(8) 酢機カリ ム

酢酸ナトソウ

。。酒石酸カリウム

酒酸ナトリウム，カリウム

2. 防じん(おきの消火)効果のあ

(1) リン酸水素 2アンモニウム

リン酸2水素アンモニウ

さらにこれらの混合についても有効である Q

1. O'cの水100glr溶解するグラム数

その鍛消火剤!とし

としそは前i遣した薬剤を混入すること

により木材火災に対しての消火効率を高めることが可

能℃ある。しかし水溶液としての条件としては

低撚時に縁結しないもの

腐食性のないこと

毒燃のないこ

が学げられるの

1. 填類水溶液の低温時における性状

…般民不揮発性の物質てど液体tこ溶解するとその溶液

の氷点は降下する。純粋な氷は大気夜下ではO。じであ

るが，これに塩類を溶解すれば，氷点は降下し ooc以

な

しかし極煩の溶解性は低溢になるにしたがって悪

なる。よって氷点を下げる目的で多量の塩類を溶解す

れば，解疫の差により，今主塩英語自体の析出が始

まる。したがって溶解度の比較的大きい塩類を水に溶

解ナる己とによって水溶液の氷結および嵯類の析出現

殺を低滋化ナることができる合第6潔に若手塩類言。wt%

時における凝固点測定結果を示す。なお当結果は化学

的蕊味の凝|蕊点ではなく潟類約出点、をとも含めた数値で

る。

第 6表凝固点測定結果 (20wt%)

品 三寸凝苗~~Il 一ーでrー凝直言
1 (。c) QO -'t:I I 0 C) 

司 -7 主ピ~Â-I玉
虫;アアン I 5 11 ~駿カリウム( -17.9 

むリン殴カザ iィ|隅ナトジウム I 8. 

第2リ ン 酸 カ リ " I1 
ウム |一川幡カリウム|

炭酸カリウムト11 11 時ナトリウム 叶 6.

押立ウムナ|>日|酒石酸カリウムー 5.5

l ¥ハ 1務お酸カリウム|炭酸ナト i ム >0 ..J-，1- ~~~'/AI 
I "v 11 ナトリウム 1 

箆靴化カリウム叶¥一……………i一…………i一………i一……………i一………i一……i一…i一i

こ《め〉紳果から勲鍛カザウム，ギ酸ナトザウム，ギ機

リウムのお機塩の水溶液は議して，低慌時め特性が

良好であった。

特tニ持t酸カリウムは溶解度が非常に大方く (2170ア，

濃度を増加させるととによって凝固点を大幅に降下容

せることができると思われる。また無機塩のうち臭化

トザウムs 臭化カリウム，炭酸カリウムの水溶液

凝周点は-80C以下とかなりの低温を示した。

( 37) 

しかしながら消火，防炎効果のある塩類であって

'オくな基践とした消火液℃ふる以上溶解度の小さい

ものは低温時に飽和状態となり， 水の凝固点である



o .Cより高い温度にて結晶が析出するため消火液の添

加有効成分としては不適当である。

たとえば炭酸ナトリウムの消火効果はきわめて大き

く評価されており，洗濯ソーダとして工業的にも多量

に生産，使用されているところであり，安価でもあるが

溶解度で非常に小さく C7.10)120wt%ではo.C以前に

溶解塩が析出される。ところが同じ炭酸塩であるとこ

ろの炭酸カリウムは前者に比較して溶解度が桁ちがし、

に大きく(105.50)1と40wt%程度にて凝固点は-20.C

を越える低温にも耐え消火薬剤である強化液の主成分

にもなっている。

つぎに 2種等量混合による 20wt%の凝固点測定結

果を第 7表に示す。

溶解度の大きい塩類の混合水溶液は該して単一塩類

の低いものとの混合の方が良好な結果を得たが，溶解

塩類のイオン解離およびイオン反応等による異種生成

塩c/j)彫嬉Kよって等量混合ではあるが単一塩類の各凝

固歳め平均値であらわされるものではない。よって 2

種温畿によりかえって単一頃類の凝悶点より低く測定

された物品もあった。

たとえば臭化ナトリウムと ~j;酸ナトリウムの混合を

見ると各単一ではそれぞれの凝固点は -8.5.Cと同じ

であるが，混合によりー12.Cとさらに低くなる@

2. 塩類水溶液の腐食性

塩類水溶液の腐食性が大きければ，これを消火薬剤

とするときはその使用機器に何らかの腐食防止をほど

こさねばならない。腐食の度合は径時変化および対材

質によるものであるが，今回鉄錆の生成のみを取り上

げてみた。

各薬剤lの 20wt%水溶液および蒸溜水に鉄片 (SP 

C)を吊り下げ約 100日後の状態を観察した。この結

果蒸溜水につけたものは 1日位で舗が発生し，徐々に

その度合が進行してL、く。そのほか臭化カリウム臭

化ナトりウムも同僚な結果を得た。このことは水に含

まれる酸素が鉄との反応により酸化鉄を生成するもの

である。

また臭化カリウム，臭化ナトリウムについても解離

イオンと水による作用であると思われる。その他ID酸

極，ギ敵塩，酒石酸極の有軽量酸はすべて腐食性を示し

た。

有機酸の場合は水によるものとは若干異なり，浸漬

初期には鉄片の表面が緑色に変化してきた。このこと

は解離の有機ーイオンが鉄との反応により有機酸鋭、が

生成後さらに酸化鉄に移行していく。そのため初期段

階においては水に比較してゆるやかではあるが経過日

数が多くなれば水と全く同様な結果を生じた。

これとは逆に腐食性の全く示さなかったものには，

炭酸カリウム，炭酸ナトリウムがあり，若干腐食が認

められるが，その度合の少ないものはリン酸寝顔が上

げられる。

腐食性塩と非腐食性塩との混合物は腐食住塩のそれ

よりも度合が少くなる。

また腐食i生温溶液に若干の水貫主化ナトリウム〈カセ

イソーダ〉を加えることにより腐食抑制l効果があるこ

とが認められた。

このことから溶液の PHに関係するものと思われ

る。よって溶液を塩基性に保つことにより解決され

る。

3. 塩類水溶液の毒性

消火薬剤はその使途目的からして，居住地岐にて使

用するものあでる以上，当然毒性が問題視される。し

たがって修殴塩，チオシアン酸塩のような毒劇物につ

いては適当でないが，本研究で取り上げた大部分の薬

第7表 2種等量混合 (2Qwt%)の援固点 (OC)

|酢酸カリウ北 警|ギ酸カリウム|ギ 酸|酒廿|刊点| 1-' """ " -1ナトリウム 1:tJ 1) ? A 1 

第 1リン酸アンモニウム I -10 I -10 I -10 I ー11 I白 濁 I -7 

第2リン酸アンモニウム I -12 I不 溶 I -11 I不 溶-6. 5 I '""----:: 

第 lリン酸カルシウム I -11 I -5 I -10.5 I -11.1 I白 濁|白 濁

第 2 リ ン 酸 カ リ ウム I -10 I + 8 I ー14.5 I -12 -11.3 I 0 

炭酸カリウム I -15 I -12 I 一17 I -13 1-12 1-6.5 

炭 酸ナトリウム I -4  I -1  I -2  I +5  I +2  I不仇1E
臭化カリウム I -15 I -12 I -16 I ー15.5 I -14.6 I -12 

臭 化ナトリウム I -10.5 I -9.6 I -12.7 I -12 I -7.6 I -9 
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~Jについてはその使用が可能と思われる。

たとえば消火効果を有する臭化カリウム，臭化ナト

リウムは医薬品として飲薬に使用されており.また酒

石酸カリウムは天然果実中に含有される物質である.

しかしこれらはむしろ例外であるが，極類水溶液務火

剤としての毒像で縄殖となるのは燃焼熱によって分解

し，新しい毒性物質を放出することである。

リγ酸アンモニウムのように熱により分解し，アン

モ=ウムを遊離，刺激臭をともなうものもあるが，消

火効率の良好な臭化カリウム，臭化ナトリウムは共に

沸点1，400.C位であり.分解温度はさらに高温とな

る。

よって毒性の強い臭化水素等の発生は，木質撚絞に

よる温度においては特に問題とする必要はなL、。また

有機殴の分解は比較的低温で始まるが，分解物は一酸

化炭素，二酸化炭素，水になる。もともと木質燃焼は

ー激化炭素，二酸化炭素の発生をともなうものでお

り，特に消火剤として使用されるものであることか

ら，消火時点では一酸化炭素の発生量は一般燃焼に比

較して量的に多くなることはやむを得ないと考えられ

る。

したがって消火薬剤としては劇物および毒物の指定

以外のものであれば，その使用は許容されるものと考

えられる。

考 察

以上塩類水溶書誌にゆいて各績。実務糠果をのベてき

たが，特に低温時の凝固点の問題は強化液について

は，すでにー20'C以下と規定されているが，本研究消

火薬剤については一応-lO"C以下のものであれば適当

と考えられる。その理由としては，過去10年間の東京

都内の最底温度が八王子市内にてー10'Cと記録されて

いるところからである。

また凝固点を下げることについては塩頬の溶解度等

について影響されることから濃度増加により解決され

る左思われる。

以上の事柄から各条件を満足する薬剤としては臭化

ナトリウム主幹酸，ギ酸，酒石酸のナトリウムおよび

カリウム塩の各混合物が最もAiした性能を示す。

第8表に臭化ナトリウムの混合溶液の性状を示す。

第8表 臭化ナトリウムとの等量混合

強化

おわりに

本研究の目的とする有犠鴇ゑ薬剤の開発という点か

らは消火効果性塩類の選定および2種等量混合につい

ては一応の成果をみたが，今後はさらに大規模実験に

よる効果および 3. 4種の多種混合物に対する性状を

究明し有効消火薬剤の開発を推進して行く所存であ

る。

( 39 ) 
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